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令和6年度第3回災害レジリエンス共創研究会開催

「防災士の活躍による日本の防災力向上の可能性
� ～防災士との共創の進め方～」
　２月26日「令和6年度第3回災害レジリエンス共創

研究会」が東京都港区の防災科研東京会議室で開催さ

れ、オンラインを含め300人以上が参加しました。災

害対応において地域防災力の向上は重要な課題であ

り、被災前後に地域で対応できる人材の確保が求めら

れています。全国に30万人以上の防災士が存在し、

災害対応だけでなく、防災の知識や手法を地域住民に

伝えるファシリテーターとしての役割も期待されていま

す。本研究会では、防災士の役割とその可能性、課

題などについて議論が行われました。

　第一部では、防災科研の寶馨理事長が「30万人の

防災士がどのように活躍できるか」をテーマに、防災

士が地域防災力の向上にどう貢献できるか、その活躍

の場や課題を提起しました。続いて、日本防災士会

の室﨑益輝理事長は「防災士に関する現状と期待」を

テーマに、地域密着型の能力を生かしつつ、専門性を

どう加えるかが課題であると述べました。モデレーター

を務めた防災アナウンサーの奥村奈津美氏は「防災士

資格の可能性と課題」として、アンケート調査を通じて

実際に防災士が抱える問題を紹介しました。福島高専

の丹野淳助教は「防災士資格を活かした官学連携の取

り組み」と題し、福島県いわき市と福島高専の連携事

例を紹介し、地域防災力の向上と、高専生の実践的な

教育の進展を報告しました。最後に、防災科研 社会防

災研究領域災害過程研究部門の李泰榮副研究部門長は

「防災人材育成に関する研究開発の取り組み」をテー

マに、自身の研究成果である『地域防災ファシリテー

ション「形」（かた）』を基に、防災士を支援人材として

育成するプログラム開発の意義を述べ、実用化に向け

て努めていくことを強調しました。

　第二部のパネルディスカッションでは、防災士制度

の課題について議論が交わされ、資格の更新やスキル

アップの仕組み構築、資格取得が地域社会でどのよう

に生かされるかが重要な課題であることが明らかにな

り、制度設計を含めた改善の余地が示唆されました。

本研究会は、防災士の役割を再確認し、今後のスキル

アップと地域社会での活用に向けた課題と解決策を共

有する貴重な機会となりました。
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